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 2020年
ねん

は新型
しんがた

コロナウイルス
こ ろ な ウ イ ル ス

とともに始
はじ

まりまし

た。この記
き

事
じ

が出
で

る８月
がつ

ごろにどのような 状
じょう

況
きょう

にな

っているのか予
よ

想
そう

もつきません。５月25日
にち

に緊
きん

急
きゅう

事
じ

態
たい

宣
せん

言
げん

が全
ぜん

国
こく

で解
かい

除
じょ

されましたが、まだ警
けい

戒
かい

を緩
ゆる

め

るわけにはいきません。 

今回
こんかい

は、新型コロナウイルスを含
ふく

む「ウイルス感染

症」について 情
じょう

報
ほう

をまとめて 紹
しょう

介
かい

し、皆
みな

さんの生
せい

活
かつ

に役
やく

立
だ

てていただきたいと思
おも

います。（この情報は

2020年
ねん

６月
がつ

現在
げんざい

のものです。） 

 

▶感
かん

染
せん

症
しょう

とは 

感染症というのは、 病
びょう

原
げん

体
たい

が 体
からだ

に入
はい

って何
なん

らか

の 症
しょう

状
じょう

が出
で

る 病
びょう

気
き

で、風邪
か ぜ

やインフルエンザ
い ん ふ る え ん ざ

など、

いわゆる“うつる病気”のことです。病原体が体に入

っても症状が出る場
ば

合
あい

と出ない場合があるのは皆
みな

さん

も経
けい

験
けん

から知
し

っていると思
おも

います。抵
てい

抗
こう

力
りょく

のある人
ひと

は症状が出ない、出ても軽
かる

いということがありますね。

つまり病原体そのものの性
せい

質
しつ

や個
こ

人
じん

の免
めん

疫
えき

機
き

能
のう

の 状
じょう

態
たい

によって 状
じょう

況
きょう

が異
こと

なるわけです。病原体には、寄
き

生
せい

虫
ちゅう

・細
さい

菌
きん

・ウイルスなど色々ありますが、今回
こんかい

取

り上げるのはこのうちウイルスによる感染症です。 

 

▶ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

とは 

ウイルスは、一
ひと

つの細
さい

胞
ぼう

である細
さい

菌
きん

（大
だい

腸
ちょう

菌
きん

１

μ ｍ
みりみくろん

）に比
くら

べると、その 10 分の１よりさらに小さ

くて（インフルエンザウイルスは 0.1μｍ）、電
でん

子
し

顕
けん

微
び

鏡
きょう

でないと見
み

ることはできません。単
たん

独
どく

では増
ぞう

殖
しょく

で

きず、他
ほか

の生
せい

物
ぶつ

の細胞に侵
しん

入
にゅう

して増殖します。細菌

には抗
こう

菌
きん

薬
やく

（抗
こう

生
せい

剤
ざい

・抗
こう

生
せい

物
ぶっ

質
しつ

）が効
き

きますが、ウ

医療・生活 

ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

感
かん

染
せん

症
しょう

の基
き

礎
そ

知
ち

識
しき
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イルスには抗
こう

ウイルス
ウ イ ル ス

薬
やく

が必要
ひつよう

です。けれどもその

種類
しゅるい

は限
かぎ

られています。 

 

▶ウ
う

ィ
ぃ

ル
る

ス
す

感
かん

染
せん

症
しょう

の種
しゅ

類
るい

 

一
いち

番
ばん

多
おお

いのが呼
こ

吸
きゅう

器
き

感
かん

染
せん

症
しょう

で、かぜ・インフルエ

ンザ・肺炎
はいえん

などがあります。ほかにノロ
の ろ

ウイルスやロタ
ろ た

ウイルスによるウイルス性
せい

胃
い

腸
ちょう

炎
えん

もよく聞
き

きます。

さらにウイルス性肝炎
かんえん

、ウイルス性髄
ずい

膜炎
まくえん

など、ウイ

ルスが引
ひ

き起
お

こす 病
びょう

気
き

は様々
さまざま

です。 

呼吸器系
けい

ウイルス感染症には次
つぎ

のようなものがあり

ます。いずれも皆
みな

さんが聞いたことがある名
な

前
まえ

ですね。 

・鳥
とり

インフルエンザ  ・豚
ぶた

インフルエンザ   

・かぜ（感冒
かんぼう

）    ・インフルエンザ（ 流
りゅう

感
かん

） 

・ コ ロ ナ ウ イ ル ス に よ る 急
きゅう

性
せい

呼
こ

吸
きゅう

器
き

症
しょう

候
こう

群
ぐん

（COVID
こ び っ ど

－19・MERS
ま ー ず

・SARS
さ ー ず

） 

コロナウイルスはいくつか種類があり、そのうち３

種類のコロナウイルスによる３つの感染症は 重
じゅう

症
しょう

化
か

する傾
けい

向
こう

があります。①COVID-19 が今
いま

猛
もう

威
い

を振
ふ

るっ

ている新型コロナウイルス感染症で、②MERSが2012

年に 流
りゅう

行
こう

した 中
ちゅう

東
とう

呼
こ

吸
きゅう

器
き

症
しょう

候
こう

群
ぐん

、③SARS が

2002 年に流行した 重
じゅう

症
しょう

急
きゅう

性
せい

呼吸器症候群です。 

これ以
い

外
がい

のコロナウイルスはかぜ 症
しょう

状
じょう

を引
ひ

き起
お

こす軽
けい

症
しょう

のウイルスです。

COVID-19 は、MERS や SARS に比べれば

重症肺炎を引き起こす可
か

能
のう

性
せい

は低
ひく

いと言われています

が、診断
しんだん

されていない無
む

症
しょう

状
じょう

・軽
けい

症
しょう

の感
かん

染
せん

者
しゃ

が多
た

数
すう

存
そん

在
ざい

するために、感染
かんせん

拡大
かくだい

が抑
おさ

えられないという

問題
もんだい

があります。 

 

▶感
かん

染
せん

経
けい

路
ろ

 

ウイルス感染症は、ウイルスを飲
の

み込
こ

んだり、吸
す

い

込んだり、虫
むし

に刺
さ

されたりすることで感染します。性
せい

的
てき

接
せっ

触
しょく

・輸
ゆ

血
けつ

で感染する場
ば

合
あい

もあります。感染経路

は、伝
でん

播
ぱ

の仕
し

方
かた

によって以下
い か

のように分類
ぶんるい

される場合

もあります。 
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今回
こんかい

の新型コロナウイルスに関
かん

しては、②の飛沫感

染のほか①の接触感染に 注
ちゅう

意
い

することが呼
よ

び掛
か

けら

れています。人
ひと

が無
む

意
い

識
しき

に顔
かお

を触
さわ

ることによって、手

指を介して目・鼻・口等の粘膜からウイルスが侵
しん

入
にゅう

する可
か

能
のう

性
せい

が高いからです。とくに、子どもは注意が

必要です。※新型コロナも、特
とく

殊
しゅ

な環
かん

境
きょう

では(飛沫核

による)空気感染の可能性はゼロ
ぜ ろ

ではないと言われて

います。 

 

▶予
よ

防
ぼう

 

ウイルス感染症の予防にはワクチンの接種
せっしゅ

が有効
ゆうこう

で

すが、一般的
いっぱんてき

な対策
たいさく

として 最
もっと

も有効なのは、頻繁
ひんぱん

に

徹底的
てっていてき

に石鹸
せっけん

で手
て

を洗
あら

うことです。手洗いが出
で

来
き

ない

場
ば

所
しょ

では、アルコールによる手指の 消
しょう

毒
どく

も有効です。 

表①の接
せっ

触
しょく

感
かん

染
せん

に関しては、ウイルスが付
ふ

着
ちゃく

※し

ている可能性がある 共
きょう

用
よう

の場所（手
て

すり・ドアノブ
ど あ の ぶ

・

トイレ
と い れ

回
まわ

り等）を消毒することも有効と言われていま

すが、アルコールの濃
のう

度
ど

（70～80％が最も有効）に

 

感
かん

染
せん

経
けい

路
ろ

 伝
でん

播
ぱ

のしかた 代
だい

表
ひょう

的
てき

な例
れい

 

接
せっ

触
しょく

感染 手
て

指
ゆび

・ 食
しょく

品
ひん

・器
き

具
ぐ

などを介
かい

してうつる ノ
の

ロ
ろ

ウ
う

ィ
ぃ

ル
る

ス
す

・ロタウイルス 

飛
ひ

沫
まつ

感染 

 

 
咳
せき

・くしゃみ・会
かい

話
わ

などで放
ほう

出
しゅつ

された飛
ひ

沫
まつ

粒
りゅう

子
し

（５μｍ以上）が口
くち

・鼻
はな

・目
め

の粘膜
ねんまく

に付
ふ

着
ちゃく

し

てうつる。粒子は空
くう

気
き

中
ちゅう

に浮
ふ

遊
ゆう

し続
つづ

けない。 

インフルエンザウイルス・風疹
ふうしん

ウイル

ス・コロナウイルス 

 

 

空
くう

気
き

感染 

(飛沫核による) 

 

咳・くしゃみなどで放出された飛沫核
かく

（５μｍ以

下）※を吸い込むことでうつる。飛沫核は空気中

に浮遊し続ける。 

結
けっ

核
かく

菌
きん

・麻
ま

疹
しん

ウイルス・水痘
すいとう

ウイルス 

 

 

媒介物
ばいかいぶつ

感染 水
みず

・食品・昆
こん

虫
ちゅう

・血
けつ

液
えき

などを介してうつる 食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

・結
けっ

核
かく

・マ
ま

ラ
ら

リ
り

ア
あ

など 
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よって効
こう

果
か

に差
さ

があります。また、ウイルスの性質に

よって、アルコールの効果が期
き

待
たい

できない場合もあり

ます(ノロウイルス・ロタウイルスには効かない)。家
か

庭
てい

内
ない

では、タ
た

オ
お

ル
る

や 食
しょっ

器
き

などの日
にち

用品
ようひん

を共用しない

ことも 重
じゅう

要
よう

です。 

表②の飛
ひ

沫
まつ

感
かん

染
せん

を予防するには、咳
せき

エチケット
え ち け っ と

＝ウ

イルス保
ほ

有
ゆう

者
しゃ

がマ
ま

ス
す

ク
く

をして飛沫を出さないことが最
さい

重
じゅう

要
よう

です。マスクがない場合は、ティッシュ
て ぃ っ し ゅ

や

ハンカチ
は ん か ち

、または 上
じょう

腕
わん

で口
くち

と鼻
はな

を覆
おお

うことでも効果

があります。ただ、一般のマスクの

穴
あな

はウイルスよりずっと大きいの

で、ウイルスの侵入を防
ふせ

ぐ効
こう

果
か

は

ほとんどありません。飛沫を浴
あ

び

ない・吸い込まないためには、密閉
みっぺい

空間
くうかん

を避
さ

けること（換
かん

気
き

を励行）、

他
た

人
にん

との距
きょ

離
り

を２ｍ（飛沫が届
とど

く範
はん

囲
い

）以
い

上
じょう

とるこ

と、近
ちか

い距離で 長
ちょう

時
じ

間
かん

会
かい

話
わ

しないこと、これらが大切
たいせつ

です。いわゆる、三
さん

蜜
みつ

（密閉
みっぺい

・密 集
みっしゅう

・密接
みっせつ

）を避
さ

け

るという戦
せん

略
りゃく

です。 

表③の空
くう

気
き

感
かん

染
せん

を防
ふせ

ぐには厳
げん

重
じゅう

な隔
かく

離
り

が必
ひつ

要
よう

で

す。医
い

療
りょう

者
しゃ

が使
つか

う N
えぬ

95等
など

の高
こう

機
き

能
のう

マスクでないとウ

イルスの侵
しん

入
にゅう

を防ぐことはできません。 

今回の新型コロナウイルスは(飛沫核による)空気感

染しないとも言われていますが、可能性はゼロとは言

えず、感
かん

染
せん

力
りょく

も強
つよ

いので、医療機
き

関
かん

などでは空気感

染並
な

みの対
たい

策
さく

がとられているようです。 

いずれにせよ、ウイルス感染症をうつさない・うつ

らないためには、しっかり手を洗うこと、人との接触

を減らすこと、咳エチケットを守
まも

ること等が重要です。

また、十
じゅう

分
ぶん

な栄
えい

養
よう

と 休
きゅう

養
よう

をとって、自
じ

身
しん

の免
めん

疫
えき

力
りょく

を高
たか

めておくことも重要です。 

 

※ウイルスの生
せい

存
ぞん

期
き

間
かん

：ウイルスが物質
ぶっしつ

の表 面
ひょうめん

で

どのくらい生存しているかについては、ウイルスの種類
しゅるい
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や物質の性質
せいしつ

によって差
さ

があるようです。新型コロナ

ウイルスに関しては、段
だん

ボ
ぼ

ー
ー

ル
る

の上
うえ

でも 24時
じ

間
かん

、

プラスチック
ぷ ら す ち っ く

やステンレス
す て ん れ す

などの金属
きんぞく

の上では 2、3

日生存しているという研
けん

究
きゅう

結
けっ

果
か

もあります。 

 

▶診断
しんだん

 

麻
ま

疹
しん

・風
ふう

疹
しん

・水
すい

痘
とう

などは、症
しょう

状
じょう

に基
もと

づいて医師
い し

が

診断
しんだん

できますが、それ以外の感染症は、血
けつ

液
えき

検
けん

査
さ

・培
ばい

養
よう

検査などを 行
おこな

います。流
りゅう

行
こう

するインフルエンザな

どの感染症は、 周
しゅう

囲
い

の患
かん

者
じゃ

の存
そん

在
ざい

などから診断がつ

く場合もあります。 

新型コロナウイルスで話
わ

題
だい

になった P
ぴー

C
しー

R
あーる

検
けん

査
さ

は、

鼻
はな

の奥
おく

の粘膜
ねんまく

をぬぐった液
えき

や唾
だ

液
えき

などを材
ざい

料
りょう

にして、

病
びょう

原
げん

体
たい

の遺
い

伝
でん

子
し

を増
ふ

やすことで陽性
ようせい

か陰性
いんせい

かわかり

ます。検査には場
ば

所
しょ

と人
ひと

手
で

が必
ひつ

要
よう

で、日本ではなかな

か検査数
すう

が増
ふ

えていません（2020 年 6 月時点）。ま

た、結
けっ

果
か

がわかるまでに時間がかかります。検査精
せい

度
ど

も 70 %
ぱーせんと

程
てい

度
ど

と言われています。 

インフルエンザの簡
かん

易
い

検査で用
もち

いられているのが抗
こう

原
げん

検
けん

査
さ

で、鼻の奥をぬぐった液や唾液などを材料に、

病原体の一
いち

部
ぶ

を別
べつ

の液
えき

体
たい

と合
あ

わせて反応
はんのう

をみるもので

す。数
すう

分
ふん

後
ご

には結果が出るので簡
かん

便
べん

ですが、正
せい

確
かく

さに

問
もん

題
だい

があるようです。 

血
けつ

液
えき

を採
さい

取
しゅ

して、抗
こう

体
たい

検
けん

査
さ

を 行
おこな

う場合もあります。

病原体が体
たい

内
ない

に入
はい

ったときに作
つく

られるたんぱく質
しつ

＝抗

体の有無
う む

を調
しら

べるもので、数分
すうふん

で結果がわかるのでこ

ちらも簡便ですが、現在
げんざい

かかっているかどうかを調べ

るというより、過去
か こ

にかかったかどうかがわかるもの

です。抗体があれば（＝陽性
ようせい

）、二
に

度
ど

とその感染症にか

からないかというと、そうとも言
い

い切
き

れません。ウイ

ルスによって差があるようで、麻疹や風疹は一
いち

度
ど

かか

るとかかりにくいと言われていますが、新型コロナウ

イルスについては抗体がどのくらい持
じ

続
ぞく

するかなど、

まだわかっていません。 

 



 
 
第 81 号            中国帰国者支援・交流センター情報誌          令和 2 年 8 月 

6 

▶

 

※

 

▶治
ち

療
りょう

 

ウイルス感染症には特
とく

別
べつ

な治
ち

療
りょう

法
ほう

はなく、脱水
だっすい

・

発熱
はつねつ

・痛
いた

みなどの 症
しょう

状
じょう

を改
かい

善
ぜん

する対
たい

症
しょう

療
りょう

法
ほう

が 中
ちゅう

心
しん

になります。また、インフルエンザについては数
すう

種
しゅ

類
るい

の 薬
くすり

がありますが、多
おお

くのウイルス感染症には効
こう

果
か

的
てき

な抗
こう

ウイルス
ウ イ ル ス

薬
やく

がありません。新型
しんがた

コロナ
こ ろ な

関連
かんれん

の

報道
ほうどう

で耳
みみ

にするア
あ

ビ
び

ガ
が

ン
ん

( 錠
じょう

剤
ざい

)やレ
れ

ム
む

デ
で

シ
し

ビ
び

ル
る

(点
てん

滴
てき

)は、他
ほか

の感染症の治
ち

療
りょう

薬
やく

であり、まだその効
こう

果
か

に

ついては実
じっ

証
しょう

されていません。 

新型コロナは多くの人が、感染しても無
む

症
しょう

状
じょう

また

は軽
けい

症
しょう

で済
す

むのですが、ワ
わ

ク
く

チ
ち

ン
ん

が未
み

開
かい

発
はつ

であり、

有
ゆう

効
こう

な治
ち

療
りょう

薬
やく

も無
な

いため、世
せ

界
かい

中
じゅう

の人
ひと

の 脅
きょう

威
い

とな

っています。治療法が確立
かくりつ

されていない段階
だんかい

では、と

にかくウイルスにさらされないよう気
き

をつけるしかあ

りません。とくに高
こう

齢
れい

者
しゃ

や基
き

礎
そ

疾
しっ

患
かん

のある人
ひと

は 重
じゅう

症
しょう

化
か

しやすいため、細
さい

心
しん

の 注
ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

です。 

これから秋
あき

から冬
ふゆ

に向
む

けて、インフルエンザの 流
りゅう

行
こう

と新型コロナウイルスの再
さい

流行が懸
け

念
ねん

されていま

す。似
に

た 症
しょう

状
じょう

があるため区
く

別
べつ

がつきにくく、厄
やっ

介
かい

で

す。ただ、インフルエンザは予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

がありますし、

どちらも、今
こん

回
かい

ご 紹
しょう

介
かい

した予
よ

防
ぼう

法
ほう

が有
ゆう

効
こう

ですので気
き

を抜
ぬ

くことなく地
じ

道
みち

な対
たい

策
さく

を続
つづ

けましょう。 

 

▶相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

 かかったかなと思
おも

ったときの相談窓口は、ネットで、 

コロナ  相談  都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

名
めい

  検索 で探
さが

す

ことができます。 

 

※本原稿
ほんげんこう

の執筆
しっぴつ

の際
さい

に、以下
い か

のサイト
さ い と

を参考
さんこう

にし

ました：M
えむ

S
えす

D
でぃー

マ
ま

ニ
に

ュ
ゅ

ア
あ

ル
る

家
か

庭
てい

版
ばん

、厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

H
ほーむ

P
ぺーじ

感
かん

染
せん

症
しょう

情
じょう

報
ほう

、東
とう

京
きょう

都
と

感
かん

染
せん

症
しょう

情
じょう

報
ほう

センター、

A
えー

M
えむ

R
あーる

臨
りん

床
しょう

リ
り

フ
ふ

ァ
ぁ

レ
れ

ン
ん

ス
す

センター、感
かん

染
せん

症
しょう

.com
こ む

、

国
こく

立
りつ

感
かん

染
せん

症
しょう

研
けん

究
きゅう

所
じょ

、その他       （O） 

  


